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２
０
１
０
年
４
月
、
名
古
屋

で
開
か
れ
た
全
管
連
全
国
代
表

者
会
議
の
決
議
を
受
け
て
、
国

交
省
、
環
境
省
、
自
民
党
、
民

主
党
、
公
明
党
に
対
し
、
基
本

法
の
制
定
提
言
・
説
明
を
致
し

ま
し
た
。

こ
の
法
制
化
を
め
ぐ
る
運
動

は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
為
の

Ｃ
０
２
の
負
荷
を
少
な
く
し
、

環
境
保
全
に
役
立
て
る
こ
と
に

結
び
つ
く
も
の
で
す
。

全
管
連
で
云
う
再
生
化
法
と

は
、
既
存
マ
ン
シ
ョ
ン
を
適
正

に
維
持
し
、
築
後
１
０
０
年
程

度
は
、
住
み
続
け
ら
れ
る
事
を

目
指
し
、
そ
の
時
代
の
生
活
ス

タ
イ
ル
や
社
会
的
な
求
め
や
必

要
に
応
じ
て
再
生
を
行
い
、
長

寿
命
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
と
考
え
て
居
り
ま
す
。
そ

の
核
た
る
主
な
基
準
は
、
①
超

寿
命
化
で
き
る
よ
う
な
適
正
な

維
持
保
全　

②
耐
震
性
の
確

保　

③
内
装
や
設
備
の
更
新
で

生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
る
等
で

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
基
準
を
ク
リ
ア
ー

す
る
に
は
、
区
分
所
有
法
等
現

行
法
の
改
正
を
図
る
必
要
が
あ

り
、
再
生
技
術
の
開
発
、
専
門

技
術
者
及
事
業
者
を
育
成
強
化

す
る
事
も
急
務
で
あ
り
ま
す
。

以
下
の
内
容
は
、「
マ
ン
シ
ョ
ン

再
生
（
仮
称
）
の
法
制
化
」
を

め
ぐ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
管
連
の
提
言

内
容
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

＊
住
宅
政
策
の
転
換
と
環
境
保

護
省
資
源
化
へ
の
流
れ

２
０
０
６
年
に
、
政
府
の
政

策
が
従
来
の
フ
ロ
ー
中
心
か

ら
、
ス
ト
ッ
ク
重
視
に
切
り
替

わ
り
「
法
制
度
も
住
生
活
基
本

法
」
が
制
定
さ
れ
、「
ス
ト
ッ

ク
重
視
」
の
体
制
づ
く
り
の
具

体
化
に
向
か
う
と
期
待
し
た
が

ま
だ
ま
だ
遅
延
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
流
れ
は
、
２

０
０
２
年
の
建
替
円
滑
化
法
の

制
定
、
区
分
所
有
法
改
正
の
議

論
か
ら
将
来
の
住
宅
管
理
の
在

り
方
が
、
国
会
の
付
帯
決
議
が

可
決
さ
れ
た
こ
と
に
も
あ
る
よ

う
に
資
源
を
大
切
に
使
う
、
Ｃ

０
２
を
制
御
す
る
考
え
方
の
広

が
り
に
合
わ
せ
て
、
建
替
し
か

選
択
肢
の
無
い
こ
と
が
問
題
視

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。

＊
適
切
な
建
物
管
理
と
良
好
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

住
居
は
あ
く
ま
で
も
第
一
義

的
に
は
、
生
活
の
為
の
用
具
で

あ
り
、
自
然
環
境
か
ら
家
族
を

守
る
為
の
シ
ェ
ル
タ
ー
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
の
最

低
文
化
的
な
生
活
を
保
障
す
る

施
策
と
し
て
住
宅
政
策
は
、
施

行
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

全
管
連
は
、
１
９
８
６
（
昭

和
61
）
年
の
創
設
以
来
建
物
の

安
全
を
確
保
す
る
為
の
適
切
な

維
持
管
理
の
必
要
性
と
マ
ン
シ

ョ
ン
固
有
の
特
性
で
あ
る
共
同

生
活
と
共
同
管
理
の
基
礎
条
件

を
つ
く
る
良
好
な
マ
ン
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必
要
を
強
調

し
て
、
今
日
ま
で
29
年
間
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者

は
、
都
市
に
お
け
る
居
住
形
態

と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

「
今
年
の
５
月
18
日
、
国
交

省
マ
ン
シ
ョ
ン
政
策
室
の
発
表

に
よ
る
と
、
①
全
国
マ
ン
シ
ョ

ン
の
ス
ト
ッ
ク
数
が
６
１
３
万

２
０
０
０
戸
、
②
２
０
１
４
年

度
、
新
規
供
給
戸
数
が
12
万
１

千
戸
、
③
２
０
１
４
年
末
で
全

国
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
数
１
、５

１
０
万
人
、
④
又
、
築
30
年
以

上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
ス
ト
ッ
ク
数

は
、
前
年
の
２
０
１
３
年
に
１

４
０
万
戸
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

・
全
管
連
は
、
２
０
０
２
（
平

成
14
）
年
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替

円
滑
化
法
の
制
定
及
び
区
分
所

有
法
改
正
に
対
し
て
、
政
府
及

び
各
党
に
要
望
書
と
意
見
書
を

提
出
す
る
と
共
に
大
規
模
な
集

会
を
開
催
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

替
と
云
う
一
般
的
政
策
で
は
な

く
、「
再
生
」
と
云
う
適
切
な

維
持
管
理
と
建
物
の
長
期
使
用

を
促
す
政
策
を
実
現
す
る
よ
う

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
法
律
体
制
に
は

取
り
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
区
分
所
有
法
改
正
の
付
帯

決
議
と
し
て
、
衆
参
両
院
で
次

の
よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
む
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

＊
環
境
保
全
、
高
齢
者
、

障
害
者
居
住
等
の
視
点
か

全
管
連
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
化
法
（
仮
称
）
制
定

を
目
指
すＮ

Ｐ
Ｏ
法
人　

埼
管
ネ
ッ
ト　

会
長　

佐
々
木　

一

納得、安心のできる管理
☆ 総合管理の受託から自主管理の応援まで
☆ 管理組合のニーズに合った管理システム
☆ 木目の細かい対応が出来ます
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ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
長
明

化
を
図
る
為
の
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る

事
。
又
、
マ
ン
シ
ョ
ン
長

寿
命
化
や
再
生
に
関
す
る

調
査
研
究
を
促
進
す
る
事
。

で
あ
り
ま
す
。

＊
良
好
な
住
環
境
へ
の
持
続
可

能
な
取
り
組
み

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
の

名
古
屋
大
会
で
は
、
以
上
の
よ

う
な
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ

で
云
う
「
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
法

（
仮
称
）」
の
制
定
を
求
め
る
提

言
を
発
表
す
る
事
に
し
ま
し

た
。
全
管
連
の
云
う
「
再
生
」

と
は
、
主
要
な
躯
体
構
造
を
残

し
な
が
ら
、
部
分
的
な
改
善
改

良
設
備
の
更
新
等
を
す
る
事
で

そ
の
時
代
の
住
生
活
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
る
事
を
言
い
ま
す
。

「
再
生
」
と
云
う
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
の
新
た
な
選
択
肢
を
得
る

事
は
、
従
来
「
建
替
」
と
云
う

選
択
肢
し
か
な
か
っ
た
時
の
住

民
間
の
対
立
や
そ
れ
に
伴
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
と
云
っ
た

問
題
、
更
に
環
境
保
護
、
省
資

源
化
へ
の
逆
行
と
云
う
問
題
か

ら
解
放
さ
れ
「
再
生
」
と
云
う

持
続
可
能
な
方
法
に
よ
っ
て
、

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
続
け
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
成
長
と
良
好
な

住
環
境
の
形
成
に
取
り
組
む
条

件
を
生
み
だ
す
事
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

﹁
危
険
空
き
家
税
優
遇
廃
止
﹂

全
国
的
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま

の
空
き
家
が
増
加
し
て
お
り
、政

府
は
倒
壊
の
恐
れ
な
ど
顕
著
な

場
合
、税
制
優
遇
措
置
の
対
象

か
ら
除
外
す
る
方
針
を
固
め
た
。

住
宅
が
建
っ
て
い
れ
ば
土
地

の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
る

為
、
空
き
家
放
置
の
要
因
に
な

っ
て
居
る
。
臨
時
国
会
で
成
立

し
た
空
き
家
対
策
特
別
法
（
空

き
家
法
）
で
は
、
周
辺
に
危
険

や
迷
惑
が
及
ぶ
恐
れ
が
高
い
も

の
を
「
特
定
空
き
家
」
と
規
定

し
、
こ
れ
を
除
外
対
象
と
す
る

目
的
に
早
け
れ
ば
２
０
１
６
年

か
ら
実
施
を
目
指
す
。

総
務
所
に
よ
る
と
全
国
の
空

き
家
数
は
２
０
１
３
年
で
８
２

０
万
戸
で
、
こ
の
う
ち
賃
貸
売

却
用
別
荘
を
除
く
と
放
置
さ
れ

た
空
き
家
は
、
３
１
８
万
戸
で

５
年
前
よ
り
50
万
戸
18・₇
％

増
え
て
い
る
。
地
方
の
人
口
減

少
や
高
齢
者
が
亡
く
な
っ
た

後
、
誰
も
住
ま
な
い
家
が
増
え

て
い
る
た
め
だ
。

現
行
制
度
で
は
、住
宅
の
建

つ
固
定
資
産
税
は
、敷
地
が
２
０

０
㎡
以
下
の
場
合
６
分
の
１
な

ど
と
減
額
さ
れ
、空
き
家
に
な
っ

て
も
そ
の
対
応
は
変
わ
ら
な
い
。

解
体
し
て
更
地
に
す
る
と
税

率
が
元
に
戻
る
為
、
所
有
者
が

老
朽
家
屋
を
放
置
す
る
要
因
と

指
摘
さ
れ
て
い
た
。

「
空
き
家
法
」
で
は
、
近
隣

に
危
険
や
迷
惑
を
及
ぼ
す
特
定

空
き
家
に
つ
い
て
、
市
区
町
村

に
立
ち
入
り
検
査
、
解
体
や
指

導
や
命
令
、
行
政
代
執
行
を
行

う
事
が
認
め
ら
れ
た
。

国
土
交
通
省
は
、こ
れ
か
ら

の
措
置
に
加
え
、特
定
空
き
家

に
は
地
方
税
法
上
の
優
遇
措
置

を
や
め
る
事
で
修
理
や
賃
貸
住

宅
と
し
て
の
活
用
、土
地
の
転
売

な
ど
を
促
し
、危
険
な
空
き
家

の
絶
滅
に
努
め
る
と
し
て
居
る
。

＊
危
険
な
空
き
家
と
は
？

︵
今
年
の
臨
時
国
会
で
成
立
し

た
空
き
家
法
の
定
義
︶

⑴　

倒
壊
や
屋
根
の
落
下
な
ど

の
恐
れ

⑵　

ご
み
の
不
法
投
棄
や
害
虫

や
ネ
ズ
ミ
が
発
生
し
て
不
衛
生

⑶　

景
観
を
損
な
う
等

⑷　

そ
の
他　

①
近
隣
に
危
険

や
迷
惑
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
、
特

に
高
い
と
市
町
村
が
判
断
し
た

建
物　

②
修
繕
や
取
り
壊
し
の

命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
は

行
政
代
執
行
も
出
来
る
。

＊
総
住
宅
数
に
占
め
る
﹁
放
置

さ
れ
た
空
き
家
﹂
率
が
高
い
都

道
府
県

①
鹿
児
島
県　

11・０
％
、
②

高
知
県　

10・６
％
、
③
和
歌

山
県　

10・19
％
、
④
徳
島

県　

９・９
％
、
⑤
香
川
県　

９・₇
％
、・
全
国
平
均
５・３
％

＊
埼
玉
県
お
い
て
も
平
成
20
年

頃
か
ら
空
き
家
が
増
え
て
き
て

お
り
、
さ
い
た
ま
市
が
平
成
25

年
１
月
空
き
家
条
例
を
制
定
発

表
し
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
子
供

た
ち
が
巣
立
っ
て
両
親
が
高
齢

化
す
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
も
高
経

年
化
す
る
と
資
産
評
価
も
下
が

っ
て
購
入
し
や
す
く
な
り
、
管

理
の
楽
な
マ
ン
シ
ョ
ン
に
戸
建

を
売
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
ま

い
方
も
解
ら
ず
移
り
住
む
高
齢

者
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
貴

方
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
対
策
は
？

 

JQA-QM6964  JQA-EM6433 
「首都圏ﾏﾝｼｮﾝﾘﾆｭｰｱﾙ事業部」 

～ Total でご提案します ～ 
大規模修繕工事から設備改修工事、内装リフォーム充

実したアフターメンテナンス体制で培った信頼が世代

を超えた永いお付き合いを実現しています。 

首都圏マンションリニューアル事業部 

〒105-0003 東京都港区西新橋 3-11-1 

TEL03-3433-0503 FAX03-3433-0535 
U R L： ht t p : / / W W W . K E N S O . C O . J P 

東北支店 千葉支店 横浜支店 中部支店 関西支店 札幌営業所 福岡営業所 

❏大規模修繕工事 

❏給排水設備工事 

❏各種防水工事 

❏防音工事 

❏内装工事 

❏建物・設備診断 



（第114号）� 2015年 7月15日発行 （4）

テ
ー
マ
１

【
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
外
壁
改
修
】

①
越
谷
市
の
景
観
形
成
に
つ
い

て
、
講
師
に
越
谷
市
都
市
整
備

部　

都
市
計
画
課
主
幹　

山
後

宏
章
氏

②
外
壁
の
色
彩
計
画
の
進
め
方

に
つ
い
て
、
株
式
会
社
関
西
ペ

イ
ン
ト
販
売
株
式
会
社
東
京
建

設
塗
装
販
売
部
デ
ザ
イ
ン
Ｃ
Ｇ

担
当
係
長　

折
本
早
苗
氏
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
マ
ン
シ
ョ

ン
問
題
総
合
研
究
所
よ
り
青
山

常
務
理
事
を
迎
え
解
説
を
行
い

ま
し
た
。
越
谷
市
都
市
整
備

部　

都
市
計
画
課
主
幹　

山
後

宏
章
氏
の
講
演
要
旨

【
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕

工
事
で
も
外
壁
の
色
彩
を
変
更

す
る
場
合
は
市
と
の
事
前
協
議

及
び
届
け
出
が
必
要
】

平
成
25
年
３
月
25
日
に
制
定

さ
れ
た
越
谷
市
景
観
条
例
に
よ

り
一
般
地
域
で
は
高
さ
12
ｍ
を

超
え
る
建
物
、建
築
面
積
５
０

０
㎡
を
超
え
る
建
物
で
外
壁
の

２
分
の
１
を
超
え
て
変
更
す
る

修
繕
、模
様
替
え
、色
彩
の
変
更

を
す
る
場
合
が
対
象
と
な
る
。

越
谷
市
の
景
観
条
例
は
次
世

代
に
向
け
て
、
市
民
が
受
け
継

い
で
き
た
自
然
や
歴
史
を
個
性

と
し
て
活
か
し
、
水
と
緑
に
恵

ま
れ
た
景
観
、
歴
史
を
伝
え
る

景
観
な
ど
を
守
り
育
て
る
と
と

も
に
、
県
南
東
部
の
中
核
都
市

と
し
て
の
活
気
や
風
格
を
備
え

た
、
魅
力
に
富
ん
だ
水
郷
こ
し

が
や
の
景
観
と
し
て
、
市
民
、

事
業
者
及
び
市
が
力
を
合
わ
せ

な
が
ら
育
ん
で
い
く
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕

時
に
外
壁
の
色
彩
変
更
の
事
前

協
議
を
行
な
っ
た
結
果
、
赤
紫

の
外
壁
が
ブ
ラ
ウ
ン
系
の
落
ち

着
い
た
色
彩
と
な
り
好
評
を
得

て
い
る
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。

【
埼
玉
県
の
他
市
の
動
向
】

さ
い
た
ま
市
、
川
越
市
、
熊

谷
市
等
県
内
15
の
市
が
独
自
に

景
観
計
画
、
景
観
条
例
を
制
定

し
て
い
る
。
そ
の
他
の
市
町
村

で
は
埼
玉
県
景
観
条
例
に
沿
っ

て
事
前
協
議
、
届
出
が
必
要
な

の
で
各
市
の
担
当
窓
口
（
都
市

計
画
等
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ

と
が
必
要
。

二
、
外
壁
の
色
彩
計
画
の
進
め

方
に
つ
い
て

株
式
会
社
関
西
ペ
イ
ン
ト
販

売
株
式
会
社
東
京
建
設
塗
装
販

売
部
デ
ザ
イ
ン
Ｃ
Ｇ
担
当
係

長　

折
本
早
苗
氏
の
講
演
要
旨

色
彩
計
画
を
行
う
際
に
考
慮

す
る
要
素
と
し
て
①
公
共
性
：

慣
れ
親
し
ん
だ
色
を
使
う
。
②

環
境
性
：
周
辺
環
境
に
見
ら
れ

る
色
彩
と
調
和
し
た
色
を
使

う
。
③
地
域
性
：
そ
の
地
域

（
住
宅
地
か
、
商
業
地
）
の
特

性
に
あ
っ
た
色
彩
を
使
う
。
④

美
観
性
：
調
和
す
る
色
彩
を
組

み
合
わ
せ
る
。
形
状
に
合
っ
た

色
彩
を
使
う
。
騒
色
＊
を
除

く
。
⑤
耐
久
性
：
経
年
変
化
に

耐
え
る
材
料
を
使
う
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
し
や
す
い
配
色
を
す

る
。
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

具
体
的
な
色
彩
設
計
の
た
め

に
は
周
辺
環
境
の
調
査
と
建
物

の
現
状
調
査
が
必
要
。

周
辺
環
境
調
査
の
ポ
イ
ン
ト

①
建
物
の
地
域
が
「
住
宅
街
」

な
の
か
「
市
街
地
」
な
の
か
。

②
周
辺
の
建
物
や
橋
な
ど
の
構

造
物
に
使
わ
れ
て
い
る
色
。
③

樹
木
の
色
や
量

建
物
の
現
況
調
査
の
ポ
イ
ン
ト

①
塗
り
替
え
の
対
象
と
な
ら
な

い
タ
イ
ル
や
レ
ン
ガ
、
舗
装
の

色
、
フ
ェ
ン
ス
や
外
灯
な
ど
の

色
の
確
認
。
②
色
褪
せ
し
て
い

る
場
所
の
確
認
③
汚
れ
や
す
い

場
所
の
確
認
④
出
入
り
口
な
ど

の
目
立
た
せ
る
場
所
の
確
認
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

具
体
的
な
色
彩
設
計
の
事
例

と
し
て
、
同
じ
建
物
の
持
つ
イ

メ
ー
ジ
を
色
彩
設
計
に
よ
っ
て

変
え
ら
れ
る
こ
と
が
画
像
で
示

さ
れ
た
。

＊
騒
色
…
人
々
に
落
ち
着
か
な

い
と
か
イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
か
下

品
に
感
じ
る
と
か
い
わ
ゆ
る
不

第
45
回
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合 
実
践
セ
ミ
ナ
ー
報
告

６
月
21
日　

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
に
て
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快
感
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
色

テ
ー
マ
２

【
屋
上
防
水
の
種
類
と
最
近
の

動
向
】

講
師
は
株
式
会
社
ダ
イ
フ
レ

ッ
ク
ス
本
社　

営
業
推
進
チ
ー

ム　

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー　

横
山

淳
之
輔
氏
、
カ
ス
タ
ー
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社　

代
表
尾
崎
晴
彦

氏
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
マ

ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所
よ

り
鳥
海
理
事
を
迎
え
、
屋
上
防

水
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

（
以
下
、
セ
ミ
ナ
ー
抜
粋
）

【
屋
上
防
水
の
種
類
】

屋
上
防
水
の
形
態
の
種
類
と

し
て
は
「
歩
行
型
」「
非
歩
行

型
」「
勾
配
屋
根
」
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。歩
行
型
は
防
水
層
の
上

に
押
さ
え
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
あ

り
、防
止
層
を
保
護
し
て
い
ま

す
。防
水
層
が
露
出
し
て
い
る
非

歩
行
型
に
比
べ
る
と
劣
化
が
遅

く
改
修
周
期
を
長
く
と
れ
ま
す
。

【
改
修
工
事
の
種
類
】

最
近
は
既
存
の
防
水
層
を
撤

去
し
な
い
で
そ
の
上
に
新
た
な

防
水
層
を
被
せ
る
工
法
が
多
く

と
ら
れ
ま
す
。押
さ
え
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
上
に
新
た
な
防
水
層

を
設
け
る
場
合
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
湿
気
が
抜
け
る
よ
う
に
す

る「
通
気
緩
衝
工
法
」が
用
い
ら

れ
、既
存
の
防
水
層
等
密
着
す

る
下
地
が
不
安
定
な
場
合
は
機

械
固
定
式
工
法
を
用
い
ま
す
。

【
修
繕
の
時
期
】

屋
上
防
水
の
保
証
期
間
は
一

般
的
に
は
10
年
で
す
が
、
国
交

省
長
期
修
繕
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
補
修
12
年
修
繕
24
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
修
繕

工
事
に
合
わ
せ
て
の
計
画
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
保
護
防
水
の

場
合
、
次
の
条
件
を
満
た
せ
ば

大
規
模
修
繕
工
事
と
同
時
の
工

事
で
な
く
て
も
単
独
に
工
事
が

で
き
ま
す
。

●
現
在
及
び
過
去
に
雨
漏
り
事

故
が
発
生
し
て
い
な
い
事
を
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
確
認
す
る

●
漏
水
事
故
が
起
き
た
時
に
、

作
業
員
用
の
足
場
を
設
置
せ
ず

に
防
水
層
の
全
面
改
修
工
事
が

で
き
る
こ
と

●
作
業
員
が
、
専
有
部
分
を
通

る
こ
と
な
く
、
直
接
屋
上
や
ル

ー
フ
バ
ル
コ
ニ
ー
へ
行
け
る
こ

と
（
専
有
部
分
を
通
っ
て
防
水

層
の
全
面
改
修
を
行
う
こ
と
は

不
可
能
で
す
）

【
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
】

ト
ッ
プ
塗
装
の
塗
り
替
え
、

植
物
の
繁
殖
の
防
止
、
ド
レ
ー

ン
の
詰
ま
り
、
雨
水
の
溜
ま
り

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
最
近
の
動
向
と
し
て
長
期
保

証
の
防
水
】

●
最
長
30
年
保
証
の
ウ
レ
タ
ン

塗
膜
防
水
「
ダ
イ
フ
レ
ッ
ク

ス　

バ
リ
ュ
ー
ズ
工
法
」
は
超

速
硬
化
ウ
レ
タ
ン
塗
膜
防
水
複

合
工
法
で
最
長
30
年
の
〝
保
険

付
き
〟
長
期
保
証
の
防
水
で

す
。
特
徴
は
①
塗
膜
の
た
め
ジ

ョ
イ
ン
ト
が
な
い
。
吹
き
付
け

時
の
目
視
に
よ
る
膜
厚
管
理
が

可
能
。
さ
ら
に
〝
非
破
壊
膜
厚

測
定
〟
を
は
じ
め
と
し
た
徹
底

し
た
品
質
管
理
を
し
て
い
ま

す
。
②
保
険
付
長
期
保
証
は
、

工
事
を
し
た
施
工
会
社
が
倒
産

し
て
も
「
ダ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
防

水
工
事
業
協
同
組
合
」
が
補
修

を
行
い
ま
す
。

●
25
年
保
証
の
シ
ー
ト
防
水

「
カ
ス
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン　

ポ
リ

フ
ィ
ン
」
特
徴
は
①
紫
外
線
、

熱
、
水
の
影
響
を
受
け
な
い

「
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
樹
脂
」
か
ら

作
ら
れ
た
シ
ー
ト
を
熱
溶
着
で

一
体
化
し
て
防
水
層
を
形
成
し

ま
す
。
機
械
式
固
定
工
法
の
た

め
下
地
の
既
存
防
水
層
の
状
態

を
問
い
ま
せ
ん
。
②
保
証
は
定

期
点
検
を
１
、
３
、
５
年
で
行

い
、
10
年
目
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

（
有
償
）
を
行
い
保
証
を
10
年

延
長
し
ま
す
。
さ
ら
に
５
年
の

定
期
点
検
を
経
て
20
年
目
ま
た

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
有
償
）
を
行

い
、
保
証
を
５
年
延
長
し
ま
す
。

【
防
水
改
修
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
】

マ
ン
シ
ョ
ン
が
存
続
す
る
期

間
で
防
水
の
改
修
を
何
回
す
る

か
、
長
期
修
繕
計
画
を
た
て
て

み
る
と
初
期
投
資
が
若
干
高
く

と
も
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

は
低
減
す
る
こ
と
が
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。
具
体
的
に
工
事
会

社
か
ら
見
積
を
と
っ
て
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

無
料
相
談
会
開
催

セ
ミ
ナ
ー
当
日
の
午
前
中
に

無
料
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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あ
な
た
の
マ
ン
シ
ョ
ン

は
大
丈
夫
で
す
か
！

前
号
で
埼
玉
県
初
の
管
理
組

合
主
導
の
建
替
え
事
例
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、「is
値0.2

と
い

う
の
は
、
ほ
ん
と
う
か
？
」
と

い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し

た
。Is

値0.2

は
事
実
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
結
果
的
に
建
替

え
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。0.2

と
い
う
値
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
な
の
か
、is

値
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
を
し
ま
し
ょ
う
。

構
造
耐
震
指
標

is

値
と
は
構
造
耐
震
指
標
の

こ
と
で
、
地
震
の
揺
れ
の
力
に

対
す
る
建
物
の
強
度
、
靱
性

（
変
形
能
力
や
粘
り
強
さ
）
を

基
に
、
建
築
物
の
階
ご
と
に
算

出
し
ま
す
。「
建
築
物
の
耐
震

改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
耐
震
改
修
促
進
法
）」（
平
成

18
年
度
国
土
交
通
省
告
示　

第

１
８
４
号
と
１
８
５
号
）
に
よ

り
、
震
度
６
～
₇
程
度
の
規
模

の
地
震
に
対
す
るis

値
の
評

価
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

is

値
が0.6

以
上⇒

倒
壊
、
ま

た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
低
い

is

値
が0.3

以
上0.6

未
満⇒

倒
壊
、
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険

性
が
あ
る

is

値
が0.3

未
満⇒

倒
壊
、
ま

た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
い

耐
震
性
能
は
、
次
の
式
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

is

＝E
0

×S
D

×T
E
0

：
保
有
性
能
基
本
指
標

（
建
物
が
保
有
し
て
い
る
基

本
的
な
耐
震
性
能
を
表
す

指
標
）

　

is

値
を
求
め
る
に
あ
た

っ
て
の
最
重
要
指
標

　

＝C

（
強
度
の
指
標
）×F

（
粘
り
強
さ
の
指
標
）

S
D

：
形
状
指
標
（
平
面
・

立
面
形
状
の
非
整
形
性
を

考
慮
す
る
指
標
）

　

1.0

を
基
準
と
し
て
、
建

物
形
状
や
耐
震
壁
の
配
置

バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
ほ
ど
数

値
が
小
さ
く
な
る

T

：
経
年
指
標
（
経
年
劣

化
を
考
慮
す
る
指
標
）

建
物
は
以
下
の
状
態
に
あ
る

と
、「
耐
震
性
能
が
低
い
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
建
物
の
強
度
が
低
く
、
粘
り

強
さ
も
弱
い

②
建
物
形
状
や
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い

③
建
物
の
劣
化
が
激
し
い

is

値
と
地
震
の
被
害
傾
向

is

値
と
地
震
の
被
害
に
は
、

次
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

・is

値
が
大
き
く
な
る
と
、
被

災
度
は
小
さ
く
な
る
傾
向
が
見

ら
ま
す
。

・is

値
が0.6

を
上
回
れ
ば
被

害
は
、
概
ね
小
破
以
下
と
な
っ

て
い
ま
す
。

・is

値
が0.4

か
ら0.6

の
建

物
で
は
多
く
の
建
物
に
中
破
以

上
の
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

・is

値
が0.4

以
下
の
建
物
の

多
く
は
倒
壊
ま
た
は
大
破
し
て

い
ま
す
。

耐
震
改
修
促
進
法
で
はIs

値≧
0.6

に
つ
い
て
の
安
全
性

と
は
「
地
震
の
震
動
及
び
衝
撃

に
対
し
倒
壊
し
、
又
は
崩
壊
す

る
危
険
性
が
低
い
」
と
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

is

値
、
保
有
水
平
耐
力

旧
建
設
省
の
告
示
（
平
成
₇

年
12
月
25
日　

第
２
０
８
９

号
）
に
よ
るiS

値
及
び
保
有

水
平
耐
力
（q

値
）
の
指
標
は
、

以
下
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●is＜
0.3

ま
た
はq＜

0.5

：

地
震
の
震
動
及
び
衝
撃
に
対
し

て
倒
壊
し
、
又
は
崩
壊
す
る
危

険
性
が
高
い
。

●0.3≦
is＜
0.6

ま
た
は0.5

≦
q＜
1.0

：
地
震
の
震
動
及
び

衝
撃
に
対
し
て
倒
壊
し
、
又
は

崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

●is≧
0.6

か
つq≧

1.0

：
地

震
の
震
動
及
び
衝
撃
に
対
し
て

倒
壊
し
、
又
は
崩
壊
す
る
危
険

性
か
低
い
。

耐
震
補
強
を
図
る

is

値
は
、
耐
震
診
断
の
結

果
、
建
物
の
耐
震
性
能
を
表
す

指
標
と
し
て
算
出
さ
れ
ま
す

が
、
同
時
に
補
強
が
必
要
な
場

合
の
目
標
値
と
し
て
も
検
討
さ

れ
る
数
値
に
な
り
ま
す
。
補
強

計
画
を
立
て
る
際
に
は
、
そ
の

目
標
値
と
し
て
のis

値
が
持

つ
意
味
を
よ
く
理
解
し
て
、
必

要
な
耐
震
性
能
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
。

地
震
へ
の
備
え

「
地
震
は
必
ず
あ
る
」
と
殆

ど
の
人
が
思
っ
て
い
ま
す
が
、

同
時
に
そ
れ
は
今
日
や
明
日
来

る
わ
け
で
は
な
い
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
今
日
、
地
震

は
来
な
い
と
信
じ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
、

毎
日
繰
り
返
し
て
い
る
訳
で
す
。

あ
な
た
も
地
震
に
対
す
る
備

え
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

関西ペイントホームページ　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｋａｎｓａｉ.ｃｏ.ｊｐ/

低汚染形複合外装仕上工法 低汚染形セラミック変性フッ素樹脂塗料

低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗料

建設塗料本部

資料のご請求、お問い合わせは

本社〒144-0045 東京都大田区南六郷3丁目12番1号
　　ＴＥＬ.(03)5711-8901 ＦＡＸ.(03)5711-8931

（特許 第２６１００８５号）
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人
口
減
少
と
マ
ン
シ
ョ

ン
の
未
来
像

表
題
の
テ
ー
マ
は
、
４
月
広

島
工
業
大
学
五
日
市
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
日
本
マ
ン
シ

ョ
ン
学
会
の
メ
ー
ン
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ー
ム
テ
ー
マ
で
、
以
下
、
そ

れ
に
対
す
る
千
葉
大
学
小
林
秀

樹
教
授
の
講
演
内
容
で
す
。

１
、﹁
人
口
減
少
の
影
響
は
す
ぐ

に
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
及
ば
な
い
﹂

空
き
家
は
、
全
国
共
通
で
増

加
し
て
い
る
が
誤
解
が
あ
る
。

空
き
家
の
増
加
に
影
響
し
て
い

る
の
は
人
口
で
は
な
く
て
世
帯

数
で
あ
る
。

人
口
の
減
っ
て
い
る
地
域
は

多
い
が
こ
こ
５
年
間
で
、世
帯
数

が
全
て
の
地
域
で
増
加
し
て
い

て
更
に
住
宅
数
も
増
え
て
い
る
。

只
、
東
北
は
、
被
災
に
よ
っ

て
住
宅
数
が
落
ち
た
の
で
世
帯

数
が
上
回
っ
て
お
り
、
空
き
家

が
無
く
な
っ
て
い
る
が
こ
れ
は

一
時
的
な
現
象
で
あ
る
。

人
口
も
世
帯
数
も
増
え
て
い

る
「
発
展
地
域
」
人
口
も
世
帯

数
も
減
っ
て
い
る
「
衰
退
地

域
」
人
口
は
減
っ
て
い
る
が
、

一
人
暮
ら
し
や
二
人
暮
ら
し
が

増
え
て
い
る
世
帯
が
増
え
て
い

る
「
猶
予
地
域
」
と
名
付
け
た

が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
多
い
立
地

は
ま
だ
ま
だ
衰
退
地
域
に
は
入

っ
て
い
な
い
。
空
き
家
が
増
え

て
い
る
の
は
郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
賃
貸
ア

パ
ー
ト
で
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

で
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。

２
、﹁
人
口
減
少
の
マ
ン
シ
ョ

ン
へ
の
影
響
﹂

夫
婦
や
一
人
暮
ら
し
が
増

え
、
世
帯
は
少
人
数
化
が
進
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
世
帯
は
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し

と
親
和
性
が
高
い
。

中
心
市
街
地
は
、
猶
予
地
域

か
発
展
地
域
の
ど
ち
ら
か
に
含

ま
れ
る
。
そ
の
結
果
郊
外
の
一

戸
建
て
よ
り
も
人
口
減
少
の
影

響
を
受
け
る
の
は
少
な
い
と
思

う
。
更
に
高
齢
化
と
共
に
、
維

持
管
理
が
容
易
で
便
利
な
住
ま

い
が
人
気
に
な
り
、
便
利
な
場

所
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
戸
建
て
に

比
べ
て
需
要
を
維
持
で
き
る
。

政
策
の
大
き
な
流
れ
と
し
て

は
、
市
街
地
を
中
心
に
コ
ン
パ

ク
ト
な
街
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な

い
課
題
が
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン

は
中
心
的
な
住
ま
い
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
。

多
極
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

と
云
っ
て
、
都
市
の
中
心
だ
け

で
な
く
郊
外
に
も
歩
い
て
暮
ら

せ
る
よ
う
な
拠
点
が
出
来
る
と

い
う
も
の
で
郊
外
の
団
地
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。

戸
数
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で

福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。

₃
、﹁
マ
ン
シ
ョ
ン
の
将
来
は
、

お
お
む
ね
明
る
い
﹂

便
利
な
場
所
に
立
地
す
る
維

持
管
理
の
良
い
マ
ン
シ
ョ
ン
は

安
泰
で
あ
る
。即
ち
中
心
市
街

地
に
あ
っ
て
歩
い
て
暮
ら
せ
る

可
能
性
が
立
地
で
あ
る
。又
、郊

外
に
立
地
す
る
戸
数
が
多
い
団

地
型
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、努
力
次
第

で
生
き
残
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
番
心
配
な
の
は
、
不
便
な

場
所
に
立
地
す
る
小
戸
数
の
マ

ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

こ
れ
は
確
か
に
人
口
減
少
の

影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
場
合
は
、
出
来
る
だ
け

維
持
管
理
を
し
て
長
く
使
っ
て

最
後
は
解
消
し
て
、
撤
退
す
る

と
い
う
選
択
に
な
る
と
思
う
。

た
だ
、老
朽
化
し
た
建
物
の

維
持
管
理
や
修
繕
に
は
着
実
に

取
り
込
む
必
要
が
あ
り
、同
時

に
改
修
や
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
を

必
要
に
応
じ
て
行
う
事
で
あ
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
将
来
に
向
け

て
は
二
つ
の
住
戸
を
利
用
す
る

か
、
あ
る
い
は
ゆ
と
り
の
あ
る

使
い
方
を
す
る
方
向
に
も
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

し
っ
か
り
維
持
管
理
し
て

も
、
市
場
環
境
で
は
、
中
古
価

格
は
下
が
る
の
で
、
そ
れ
を
生

か
し
て
隣
家
が
空
い
た
ら
購
入

し
、
２
戸
を
一
化
し
た
り
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
無
い
住
居
の
４
・

５
階
の
高
齢
者
は
、
１
階
に
空

き
が
出
た
ら
取
り
あ
え
ず
購
入

し
て
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
ら
１

階
に
移
り
、
４
・
５
階
は
売
る

な
り
、
貸
す
な
り
す
る
。

も
し
建
替
え
る
な
ら
、
過
去

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
は

小
さ
な
建
物
に
建
替
え
る
の
も

よ
い
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
増
設
は
、

現
在
の
技
術
と
コ
ス
ト
で
は
難

し
く
そ
れ
よ
り
１
階
に
住
み
替

え
た
方
が
安
い
。

人
口
減
少
の
中
で
も
マ
ン
シ

ョ
ン
は
、
ま
だ
ま
だ
安
泰
で
あ

り
、
郊
外
一
戸
建
て
の
方
が
は

る
か
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

大規模修繕工事の　　　　　　　　　なら･･･『瑕疵保険』
国土交通大臣指定　住宅瑕疵担保責任保険法人

〒104-0031  東京都中央区京橋 1-6-1

株式会社 住宅あんしん保証

までお問合せください！ 住宅あんしん 検索

TEL:03-3562-8122  FAX:03-3562-8031
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大規模修繕工事専門会社

実績に基づく豊富なノウハウ

充実のアフターケア

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
管
ネ
ッ
ト
第
14
回
通
常
総
会
開
催

２
０
１
５
年
５
月
30
日
（
土
）
午
後
３
：
00
か
ら
、
南
浦
和
３
丁
目
豊
曜
ビ
ル

２
階
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
管
ネ
ッ
ト
会
議
室
に
お
い
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
第

14
回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

白
倉
副
会
長
か
ら
開
会
が
宣
言
さ
れ
、
正
会
員
が
61
名
、
本
日
出
席
会
員
数

は
、
本
人
出
席
が
12
名
、
委
任
状
出
席
が
９
名
、
議
決
権
行
使
が
10
名
、
合
計
31

名
の
出
席
と
報
告
が
あ
り
、
定
款
28
条
（
総
会
の
定
数
）
に
定
め
ら
れ
た
総
会
の

成
立
条
件
を
満
た
し
て
お
り
、
本
総
会
は
成
立
す
る
旨
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
司
会
よ
り
議
長
選
出
に
対
し
て
提
案
さ
れ
、
司
会
者
一
任
よ
り
定
款
第

27
条
に
基
づ
い
て
佐
々
木
会
長
を
総
会
議
長
に
選
任
し
ま
し
た
。

議
案
審
議
に
先
立
っ
て
議
長
よ
り
、
書
記
に
鳥
海
理
事
、
議
事
録
署
名
人
に
青

山
理
事
・
白
倉
理
事
の
両
副
会
長
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

＊
議
案
と
提
案
と
採
決

佐
々
木
議
長
の
進
行
に
よ
り
、
鳥
海
理
事
、
青
山
理
事
、
長
谷
山
監
事
の
３
名

か
ら
、
下
記
の
「
議
案
」
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
・
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

⑴　

第
１
号
議
案　
「
平
成
26
年
度
事
業
活
動
報
告
」　�
鳥
海　

理
事

⑵　

第
２
号
議
案　
「
平
成
26
年
度
決
算
報
告
」　�

青
山　

理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
「
平
成
26
年
度
監
査
報
告
」　�

長
谷
山
監
事

⑶　

第
３
号
議
案　
「
平
成
27
年
度
事
業
計
画
」（
案
）�

鳥
海　

理
事

⑷　

第
４
号
議
案　
「
平
成
27
年
度
会
計
予
算
」（
案
）�

青
山　

理
事

報
告
・
提
案
さ
れ
た
各
議
案
に
つ
い
て
、
質
疑
・
応
答
を
行
っ
た
後
、
議
長
が

採
決
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
全
員
の
拍
手
に
よ
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

⑸　

第
５
号
議
案　
「
平
成
27
年
度
役
員
に
関
す
る
件
」　�

岡
崎　

理
事

昨
年
度
、
役
員
改
選
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
創
立
25
年
目
と
な
り
、
事
業

活
動
に
も
充
実
し
た
も
の
が
求
め
ら
れ
る
為
、
役
員
と
し
て
の
意
志
（
や
る
気
）

の
事
前
確
認
を
取
り
岡
崎
理
事
よ
り
、
理
事
及
監
事
全
員
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。以

上
を
持
っ
て
、
総
会
議
案
す
べ
て
終
了
、
午
後
４
時
50
分
閉
会
し
ま
し
た
。

事務局インフォメーション
１、今年も会費の請求書と一緒に「理事長変更届」をお送りしております。変更時期はいろいろでしょうが、１年中受け付けてお
りますので理事長の交代された管理組合、マンションライフ他、連絡の送付先等変更されたい管理組合は、指定の変更届用紙にて
FAX・又は郵送にて必ずご返送ください。役員の２年任期の管理組合の場合は、理事長が交代した時点でご連絡ください。

２、最近マンション内の問題が増えているようです。
　会員の相談申し込みは、面談希望日の２週間前までに、FAX又は、郵送でお申し込みください。
相談の申し込み日時は、相談対応者の都合もございますので、第１希望日・第２希望日等日時を明記してお申し込みください。
又、面談の日時を電話にてご確認ください。「会員の相談料は無料です。」
＊NPO埼管ネット　TEL 048-887-9921・FAX 120-4664-6209です。
� 事務局担当　佐々木迄

ホームページからの情報発信� http://www.saikan-net.com/
事務局への連絡にもご協力ください


